
1 テスト設計コンテスト2017 TDC2017 

チーム紹介（STUDIO IBURI）と想定 

本発表はASTER及び第N興商さんがテスト業務の発注先を 
選定をするための提案書という想定で内容紹介します。 

提案書 
(テスト設計書) 

発注先 

の決定 

A社 

わが社 
STUDIO IBURI B社 

RFP相当 

N D N 

STUDIO IBURI（スタジオイブリ） 
北海道の胆振地区が誇る 
（架空の）テスト会社（の想定） 
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機能適合 性能効率 異常値 信頼性

処理重ね

互換性

タイミング

移植性

機能
組合せ

不具合確認 通信費

テストベース

機能⇒DFD　

参照モデル

<<IF接点機能>>

プログラムを更新する

<<IF接点機能>>

<<ユーザ接点機能>>

開局操作をする

ユーザ接点機能

制約有機能

IF接点機能

ユーザ接点機能

IF接点機能

IF接点機能

ｾｷｭﾘﾃｨ

シナリオ

並行処理

セキュリティ新採点移植確認

外部機器互換

縮運転

通信費確認

センター間
インタフェース

エイジング

信頼性

信頼性

センター間
インタフェース

IF接点機能

機器
組合せ

KQF（Key Quality Factor）× 各種テスト

信頼性

コンテンツを
使う

歌う

シナリオ

バックアップをする
テストベース

機能⇒DFD　

参照モデル

【制約】
インフラ継承

【ねらい】
現行機リプレイス
他社製品と入替

インフラ増強
回線高速化、

センターHW刷新

【背景】コンテンツHD化要望
通信環境の飛躍的向上
高速大容量の構成品登場

高画質映像データ
生音データ

【ねらい】
快適でリッチな
経験の提供

ターゲット向け
コンテンツ

【リスク】
センター更新で
想定外の変化
異常時の復旧性

【機能外要求】性能目標
前モデルを上回る
負荷時でも問題ない

（描画崩れ、遅延なし）

【機能外要求】拡張性
現行機器が全て動作
リモコン系、課金装置

楽曲完全互換、
コンテンツ可能な限り

【リスク】
処理重ね状況での動作
対大容量処理、通信
瞬間的な負荷の影響

映像とのタイミング
(テロップ、リップシンク)

操作時のノイズ
ガイドメロディ即反映

新採点システム

【ねらい】
現状環境で交換す
ればすぐ使える

快適使用可能
なスペック

機能適合 性能効率 異常値信頼性処理重ね 互換性
タイミング 並行処理

+

+
OSのLinux化

HW刷新

【機能外要求】
移植性：新採点
機能が移植可、
モジュール化、

Doc整備

新採点
システム

移植性

【リスク】
ドライバ確認
機能全体・
組合せの影響
連続稼働

信頼性

【ねらい】
今後のHWライン
ナップを増やす

機能組合せ

サプライヤ系
過去不具合
引き上げ処理
バージョンUP

曲間BGMへの
キー/テンポ

の影響

ｾｷｭﾘﾃｨ不具合確認

【機能外要求】ｾｷｭﾘﾃｨ
現行の継承

セキュリティで
過去と同等以上

データ、ストレージ
の暗号化

通信トンネル化

【ねらい】
著作権、肖像権保護

【当たり前品質】
過去不具合へ

の対処

【当たり前品質】
機能全般の網羅的
確認と気がかり対応

機能適合異常値

【リスク】
ユーザ入力
による異常

オーナ
通信費の軽減

通信費

誤操作
防止

+

(機能要求
への対処)

<derive
Reqt>

<verify>

<verify>

<verify>

<satisfy>

<verify>

<satisfy>

+

<con-
tain>

<verify>

<contain>

<derive
Reqt>

<derive
Reqt>

<derive
Reqt>

<satisfy>

<satisfy>
<derive
Reqt>

<derive
Reqt>

<satisfy><verify><verify>

<contain> <contain>

<satisfy><verify>

<derive
Reqt>

<derive
Reqt> <contain>

【提案】シナリオ
顧客の使用する
組合せに対して
確実に動作する

信頼性

機能組合せ

センターとの
通信部で不具合
が出ている

【提案】
センター間

インタフェース
試験の強化

<satisfy>

機器組合せ

【提案】
自動化による
テスタビリティ
と保守性の向上

<derive
Reqt>

HDD故障時
も最低限の
営業を実施

フェール
ソフト

<verify>

テスト
自動化

信頼性
並行処理

<satisfy>

<satisfy>

<derive
Reqt>

フェール
ソフト

録音・録画
をする

営業状態
判定をする

配信をする

~ 信頼性

~ 機能適合

機能共通

~ 相互運用

~ 信頼性

~ 性能効率

~ 並行処理

~ 機能適合

ストレージアクセス

テストベース：機能⇒DFD参照モデル

<<ユーザ接点機能>>

演奏系操作をする

+ 異常値

<<機能共通>>

演奏準備をする

<<ユーザ接点機能>>

SE操作をする

+ 機能組合せ

<<ユーザ接点機能>>

検索をする

+ 機能組合せ

+ タイミング

<<ユーザ接点機能>>

予約をする

<<ユーザ接点機能>>

オーナー設定をする

+ 機能組合せ

+ 異常値

+ セキュリティ

<<機能共通>>

課金判定をする

+ 機能組合せ
+ 異常値

+ 互換性

+ 性能効率性

<<機能共通>>

曲間表示をする

+ フェールソフト

<<ストレージアクセス>>

<<ユーザ接点機能>>

バックアップをする

+ フェールソフト

<<制約有機能>>

<<IF接点機能>>

<<ユーザ接点機能>>

配信をする

+ フェールソフト

+ 使用性

+ セキュリティ

+ 機器組合せ

<<IF接点機能>>

営業状態判定をする

営業状態状態遷移>状態遷移

＜機能グループ＞コンテンツを使う

+ セキュリティ
+ 互換性

<<IF接点機能>>

録音、録画をする

+ 機能組合せ

+ 不具合確認

<<IF接点機能>>

<<ユーザ接点機能>>

開局操作をする

引下げ不具合分析>シーケンス図

＜機能グループ＞歌う

<<制約有機能>>

映像再生する

<<ユーザ接点機能>>

設置時設定をする

<<制約有機能>>

演奏をする

演奏状態遷移>状態遷移

<<IF接点機能>>

採点をする

~ 信頼性

~ 性能効率

~ 機能適合

制約有機能

<<IF接点機能>>

HDD障害の通知をする

+ 異常値

<<機能共通>>

カロリー表示をする

<<制約有機能>>

楽曲演奏する

+ 不具合確認

+ 信頼性

<<IF接点機能>>

プログラムを更新する

プログラム更新処理>アクティビティ図

+ 処理重ね : 処理重ね

+ タイミング : タイミング

<<制約有機能>>

コンテンツを使う+ 使用性

+ 処理重ね

+ タイミング

<<制約有機能>>

歌う

~ 信頼性

~ 相互運用

~ 性能効率
~ 並行処理

~ 異常値

~ 機能適合

IF接点機能

~ 信頼性

~ 使用性

~ 性能効率

~ 異常値

~ 機能適合

ユーザ接点機能

テストベース：機能外要求、記述されている気がかり事項

+ 機器組合せ

+ 周辺機器

外部機器互換

+ 移植性

新採点移植確認

+ セキュリティ

セキュリティ

+ 通信費

通信費確認

提案ベース

+ 信頼性

+ 性能効率性

エイジング

+ フェールソフト

+ 機能組合せ

+ 信頼性

シナリオ

+ セキュリティ
+ 並行処理

+ 異常値

+ 信頼性

+ 性能効率

+ 機能適合

センター間インタフェース

想定通信シーケンス>シーケンス図

（参考）

テスト要求

パターン

「＋」項目はパターン以外

で追加した品質要素となる

テスト設計プロセスと成果物 

テスト 
ベース 
分析 

参照 
モデル 

顧客のねらい 
機能外要求 

テスト 
要求 
分析 

テスト 
詳細 
設計 

テスト要求 
モデル 

網羅ビュー 
達成ビュー 

テスト 
アーキ 
設計 

テスト 
アーキ 
モデル 

実現ビュー 
 

テスト 
ベース 

テスト 
ケース 

抜粋元 No 顧客側の狙い、上位要求（機能以外） 分類

ソフトウェア要件定義書（1～2章）

1-1 1 コンテンツのHD化要望の高まり 背景
システム 2 通信環境の飛躍的向上 背景
開発の 3 高速大容量の構成部品のリリース 背景
背景・趣旨 4 新採点システムの搭載 変更

5 ストレージ容量の増加による高画質映像データ 変更
6 生音データの追加 変更
7 過去の楽曲データへの完全互換（互換性） 機能外要求
8 現行の外部機器への対応（互換性） 機能外要求

1-2 1
現行機リプレイス、他社機との入れ替えを促す
ボックス、ナイト店への導入を前提

ねらい

システムの 2 快適でリッチな経験の提供 ねらい
目的 3 ターゲット向けのコンテンツを搭載 変更

4 快適に使用できるスペックを持つ機器 変更
5 現行インフラ増強、データ量増加、リアルタイム通信対応 変更

1-3 1 現行のインフラ継承 制約
システムの 2 一部光回線での高速化 変更
全体像 3 センター側のHW更新と回線増強 変更
開発方針 4 今後利用可能なハードウェアの追加を考慮 ねらい
展望

5
楽曲データ、外部機器への完全互換性（互換性）
※1-1の7,8と同じ　なので除外

機能外要求

6 従来機のコンテンツも可能な限り搭載（互換性） 機能外要求
7 OSをLinuxに変更 変更
8 ハードウェアを刷新 変更

2-1 1
ハードウェアを刷新、OSをLinuxへ変更（互換性）
※1-3の7,8と同じ　なので除外

変更

システム 2 著作権、肖像権保護 ねらい
開発の 3 データ、ストレージの暗号化、通信トンネル化（セキュリティ） 変更
制約条件

4
HW国内法準拠
※HWはテストスコープ外とする　なので除外

機能外要求

2-2 1 サプライヤ系過去不具合：引き上げ処理 不具合
2 サプライヤ系過去不具合：プログラム更新 不具合

ソフトウェア要件定義書（3章：機能要求）　※以下記載の番号は機能要求ID
1-2-2-1 - 映像とのタイミング（リップシンク） 気がかり
1-3-1 - 歌いやすさ（テロップタイミング） 気がかり
1-4-1、1-4-2
1-4-7、1-4-9
1-4-8、1-4-10
1-4-2 - 誤動作防止（二度押し） 気がかり
1-4-3
1-4-4
1-7-2 - ガイドメロディ有効、無効の即時反映 気がかり
3-1-1-2 - NB使用時のオーナー通信費軽減 気がかり
ソフトウェア要件定義書（4章：機能外要求）

4-1
拡張性

-
現行の外部機器が全て動作する（互換性）
予約機器及び課金専用装置のプロトコル100％互換
※1-1の8と同じのため除外

機能外要求

4-2
移植性

-
新採点エンジンが次世代機種に移植しやすい（移植性）
ソフトのモジュール化、ドキュメントの準備

機能外要求

4-3
性能目標

-
前回のフラッグシップモデルを全ての性能で上回ること
配信、圧縮データ展開時の負荷の高い場合でも、新採点機能のリア
ルタイム表示の遅延や描画崩れの乱れが無い事（性能目標）

機能外要求

4-4
制約条件

-
現状のシステム、通信の仕組みに変更があってはならない
※1-3の1と同じのため除外

制約

4-5
ｾｷｭﾘﾃｨ目標

-
現行機種が持つセキュリティに関わる仕組みを全て継承
同等以上のセキュリティを確保（セキュリティ）

機能外要求

演奏やり直し、演奏中止時のノイズの影響
早送り早戻し、サビヘジャンプ時のノイズの影響
一時停止時のノイズの影響

気がかり

不具合曲間BGMへのキー、テンポコントロールの影響

-

-

システムテスト

V2.0追加機能確認

オーナー系
機能確認

互換性・拡張性確認

主要機能（歌う系） 主要機能関連操作

コンテンツ関連

<<ユーザ接点機能>>

予約をする

<<制約有機能>>

演奏をする

<<制約有機能>>

楽曲演奏

<<制約有機能>>

映像再生

<<ユーザ接点機能>>

検索をする

<<ユーザ接点機能>>

演奏系操作をする

<<ユーザ接点機能>>

SE操作をする

<<ノミナル機能>>

演奏準備をする

<<IF接点機能>>

採点をする

<<IF接点機能>>

録音、録画をする

<<ユーザ接点機能>>

録音・録画系操作をする

機能組合せ確認

<<制約有機能>>

歌う

<<制約有機能>>

コンテンツを使う

外部機器互換

<<IF接点機能>>

<<ユーザ接点機能>>

開局操作をする

<<IF接点機能>>

営業状態判定をする

<<制約有機能>>

<<IF接点機能>>

<<ユーザ接点機能>>

配信をする

<<IF接点機能>>

プログラムを更新する

<<IF接点機能>>

HDD障害の通知をする

<<ユーザ接点機能>>

設置時設定をする

<<ユーザ接点機能>>

オーナー設定をする

システム
設定確認

センター間通信確認

<<ノミナル機能>>

曲間表示をする

<<ノミナル機能>>

課金判定をする

<<ストレージアクセス>>

<<ユーザ接点機能>>

バックアップをする

セキュリティ

新採点移植確認

その他独立確認項目

テストサイクル① テストサイクル②

機能組合せ確認

シナリオ

ロングラン

センター - 本体Integ
(プロトコル)

システムInteg回帰試験

主要通信確認 主要通信確認

センター間インタフェース センター間インタフェース

通信費

データ・コンテンツ互換

<<ノミナル機能>>

カロリー表示をする

顧客のねらい 
機能外要求 

1-1 楽曲

演奏をす

る

1-2 映像

再生をす

る

1*_2 演奏

をする

モニタ
表示データ

スピーカ
音データ

1-7-3 採

点をする

採点

データ

楽曲操作

映像操作

採点操作
1-4 演奏系

操作をする

演奏設定

演奏操作

1*_1 演奏

準備をする

予約キュー

曲No

1-6 予約

をする

予約情報

リモコン（LAN/赤外線）

パネル

リモコン（LAN/赤外線）

パネル

営業開始、

営業停止

営業開始、

営業停止

モニタ

演奏系操作

マイク

予約入力

検索入力

演奏設定

1-6* 検索

をする

予約

表示

登録予約曲

曲中終了

2-1 課金

判定をす

る

課金装置

接続状態

2/3* 営業状

態判定をす

る

認証サーバ

センター

接続状態

2-2* 曲間

表示をす

る

オーナー設定 

保存データ

曲間設定

2* オーナー

設定をする

2-2-5 バック

アップをする

2-2-6 配

信をする

手動実施

手動

実施

1-7-7 カロ

リー表示す
る

1-7-5* 録

音、録画を

する

音声データ（入力）

カロリー

算定結果

コイン/ビルコインBOX

録音・録画

操作

配信

データ

課金設定

スピーカ

曲間表示

課金情報

認証サーバ

3-1-2 開局

操作をする

3-3-2_1 

HDD障害の

通知をする

3-3-2_2 プ

ログラムを

更新する

開局操作

開局操作 障害

通知

ファーム

ウェア

パネル

オーナー設定

録音・録画

情報

該当曲全国ランキングデータ

音声データ（入力）

外部入力

音声・映像

データ　

（入力）

マイク

USBカメラ

音声・動画（入力）

営業開始、

営業停止

検索結果

課金判定結果

参照 
モデル 

A E カラオケシステム　補足資料　システム構成図

システム構成図

センター側 

BB設定店舗側 

コンテンツサーバ 配信サーバ 端末管理サーバ 

認証サーバ 

専用VPNボックス 

専用VPNボックス 

無線LAN 

アクセスポイント 

本機 

無線LANリモコン 

無線LANリモコン 

NB設定店舗側 

アナログモデム 

本機 

赤外線リモコン 赤外線リモコン 

アナログモデム 

ビルコインボックス 

本機 

スピーカーセット 

メインモニター 

スピーカーセット 

メインモニター 

システム構成図 

要件定義書 

想定テスト 
レベル分析 

達成ビュー 

リモコン/パネル
シミュレータ

センターインタフェース
シミュレータ

楽曲管理ファイル、楽曲データ、
映像データ等（楽曲DB）

コインBOX

シミュレータ
マイク

シミュレータ

テスト対象：カラオケシステム

楽曲DB

制御ツール

ログ確認
結果判定
ツール

テスト
スクリプト

テストシナリオドライバ（全体制御、結果判定）

テスト
結果

テスト自動化
の仕組み検討 網羅ビュー 

※カタマリー内のテストケースの自動化割合を示す

テスト自動化効果大：80％以上自動化可能
テスト自動化効果中：50％以上自動化可能
テスト自動化効果小：30％程度は自動化可能

<<ユーザ接点機能>>

予約をする

<<ユーザ接点機能>>

検索をする

<<ユーザ接点機能>>

演奏系操作をする

<<ユーザ接点機能>>

SE操作をする

<<ユーザ接点機能>>

録音・録画系操作をする

<<ユーザ接点機能>>

設置時設定をする

<<ユーザ接点機能>>

オーナー設定をする

セキュリティ 新採点移植確認

操作自動化/楽曲DB制御/結果判定

操作自動化

<<IF接点機能>>

録音、録画をする <<IF接点機能>>

<<ユーザ接点機能>>

開局操作をする

<<制約有機能>>

<<IF接点機能>>

<<ユーザ接点機能>>

配信をする

操作自動化/センター通信自動化

センター通信自動化

センター通信自動化/マイク入力

マイク入力

<<IF接点機能>>

採点をする

<<ノミナル機能>>

カロリー表示をする

<<IF接点機能>>

営業状態判定をする

<<ノミナル機能>>

課金判定をする

課金入力

センター通信自動化/結果判定

<<IF接点機能>>

プログラムを更新する

<<IF接点機能>>

HDD障害の通知をする

<<ストレージアクセス>>

<<ユーザ接点機能>>

バックアップをする

<<制約有機能>>

歌う
<<制約有機能>>

コンテンツを使う
シナリオ

センター間インタフェース

<<ノミナル機能>>

曲間表示をする
外部機器互換

<<制約有機能>>

演奏をする

<<制約有機能>>

楽曲演奏

<<制約有機能>>

映像再生
<<ノミナル機能>>

演奏準備をする

テスト自動化
（完全）対象外

システム全体構成自動化対象

通信費確認

エイジング

大

中

小

大

大

中

中

小

中

大

小

小

中小

小

小

大

中 小 中
中

中

中

小

中 大小小小

小

小

実現ビュー 
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テストベース分析 => 参照モデル 

要件定義書 
構成割合 

※ページ数より 
当社比 

「参照モデル」で整理 

目的１：テストベース理解のため 
目的２：機能や振舞の関連性明確化のため 

1-1 楽曲

演奏をす

る

1-2 映像

再生をす

る

1*_2 演奏

をする

モニタ
表示データ

スピーカ
音データ

1-7-3 採

点をする

採点

データ

楽曲操作

映像操作

採点操作
1-4 演奏系

操作をする

演奏設定

演奏操作

1*_1 演奏

準備をする

予約キュー

曲No

1-6 予約

をする

予約情報

リモコン（LAN/赤外線）

パネル

リモコン（LAN/赤外線）

パネル

営業開始、

営業停止

営業開始、

営業停止

モニタ

演奏系操作

マイク

予約入力

検索入力

演奏設定

1-6* 検索

をする

予約

表示

登録予約曲

曲中終了

2-1 課金

判定をす

る

課金装置

接続状態

2/3* 営業状

態判定をす

る

認証サーバ

センター

接続状態

2-2* 曲間

表示をす

る

オーナー設定 

保存データ

曲間設定

2* オーナー

設定をする

2-2-5 バック

アップをする

2-2-6 配

信をする

手動実施

手動

実施

1-7-7 カロ

リー表示す
る

1-7-5* 録

音、録画を

する

音声データ（入力）

カロリー

算定結果

コイン/ビルコインBOX

録音・録画

操作

配信

データ

課金設定

スピーカ

曲間表示

課金情報

認証サーバ

3-1-2 開局

操作をする

3-3-2_1 

HDD障害の

通知をする

3-3-2_2 プ

ログラムを

更新する

開局操作

開局操作 障害

通知

ファーム

ウェア

パネル

オーナー設定

録音・録画

情報

該当曲全国ランキングデータ

音声データ（入力）

外部入力

音声・映像

データ　

（入力）

マイク

USBカメラ

音声・動画（入力）

営業開始、

営業停止

検索結果

課金判定結果

【機能】 
DFD 

内部
ストレージ

拠点範囲

HW機器

PC、
サーバ系

認証
サーバ

内部SW

センター
認証

サーバSW

コンテンツ
サーバ

配信
サーバ

端末管理
サーバ

配信
サーバSW

アナログ

端末管理
サーバSW

VPN

アナログ

VPN

BOX/ナイト店

本体

メイン
ストレージ
(Aドライブ)

サブ
ストレージ
(Bドライブ)

スピーカ
セット

モニタ ビルコイン
BOX

外部
入力

無線
LAN

リモコン系
外部機器

操作
パネル無線

赤外線

他機器

リモコン
SW

本体
SW

ビルコイン
SW

本体
モニタ

【構造】 
システム
構造 

【振舞】 
状態 
遷移図 

電源OFF

電源ON

do / 終了時スプラッシュムービーを再生する

終了中

do / 起動時スプラッシュムービーを再生する

起動中

配信データの送受信中バックアップ中

営業

休止

do / 録音データまたは録画データを
アップロードする

アップロード中

アイドル

演奏

録画モード録音モード

entry / コンテンツ起動

ログイン待機

entry / IDとパスワードを入力する

録画準備

do / 録画データのエンコード

録画中

do / 録画曲を再生する

録画試写中

do / 録音曲を再生する

録音試聴中

do / 録音データのエンコード

録音中

entry / IDとパスワードを入力する

録音準備

entry / コンテンツ起動

ログイン待機

演奏中

do / 得点を表示する

採点中

採点データ送信

演奏準備

電源スイッチON

do / 曲を再生する

再生中

do / 曲を10秒後にジャンプする

早送り中

do / 曲を10秒前にジャンプする

早戻し中

entry / 曲を停止する

一時停止中

電源ボタンON

[起動処理完了] 電源ボタンOFF

[終了処理完了]

演奏終了

録音コンテンツ起動
録画コンテンツ起動

録画コンテンツ終了録音コンテンツ終了

選曲

[バックアップ開始] バックアップ完了 [データ送受信完了][データ送受信開始]

電源スイッチOFF

演奏開始

演奏終了

[採点完了]

[データ送信完了]

早送りボタン

一時停止ボタン
早戻しボタン

再生ボタン

再生ボタン
再生ボタン

一時停止ボタン

早送りボタン

早戻しボタン

一時停止ボタン

[採点なし

[採点あり]

演奏中止

やり直し

[録音データ または 録画データ  あり]

ログイン

[無通信状態 かつ 曲間]

演奏開始

[通信状態 または 曲中]

演奏終了歌い直し

試聴終了 / ログアウト

コンテンツ終了

ログイン

演奏開始

演奏終了歌い直し

試写終了 / ログアウト

コンテンツ終了

演奏準備

採点データ送信

do / 得点を表示する

採点中

演奏中

entry / 曲を停止する

一時停止中

do / 曲を10秒前にジャンプする

早戻し中

do / 曲を10秒後にジャンプする

早送り中

do / 曲を再生する

再生中

演奏開始

演奏終了

[採点完了]

[データ送信完了]

早送りボタン

一時停止ボタン
早戻しボタン

再生ボタン

再生ボタン
再生ボタン

一時停止ボタン

早送りボタン

早戻しボタン

一時停止ボタン

[採点なし

[採点あり]

演奏中止

やり直し
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機能適合 性能効率 異常値 信頼性

処理重ね

互換性

タイミング

移植性

機能
組合せ

不具合確認 通信費

テストベース

機能⇒DFD　

参照モデル

<<IF接点機能>>

プログラムを更新する

<<IF接点機能>>

<<ユーザ接点機能>>

開局操作をする

ユーザ接点機能

制約有機能

IF接点機能

ユーザ接点機能

IF接点機能

IF接点機能

ｾｷｭﾘﾃｨ

シナリオ

並行処理

セキュリティ新採点移植確認

外部機器互換

縮運転

通信費確認

センター間
インタフェース

エイジング

信頼性

信頼性

センター間
インタフェース

IF接点機能

機器
組合せ

KQF（Key Quality Factor）× 各種テスト

信頼性

コンテンツを
使う

歌う

シナリオ

バックアップをする
テストベース

機能⇒DFD　

参照モデル

【制約】
インフラ継承

【ねらい】
現行機リプレイス
他社製品と入替

インフラ増強
回線高速化、

センターHW刷新

【背景】コンテンツHD化要望
通信環境の飛躍的向上
高速大容量の構成品登場

高画質映像データ
生音データ

【ねらい】
快適でリッチな
経験の提供

ターゲット向け
コンテンツ

【リスク】
センター更新で
想定外の変化
異常時の復旧性

【機能外要求】性能目標
前モデルを上回る
負荷時でも問題ない

（描画崩れ、遅延なし）

【機能外要求】拡張性
現行機器が全て動作
リモコン系、課金装置

楽曲完全互換、
コンテンツ可能な限り

【リスク】
処理重ね状況での動作
対大容量処理、通信
瞬間的な負荷の影響

映像とのタイミング
(テロップ、リップシンク)

操作時のノイズ
ガイドメロディ即反映

新採点システム

【ねらい】
現状環境で交換す
ればすぐ使える

快適使用可能
なスペック

機能適合 性能効率 異常値信頼性処理重ね 互換性
タイミング 並行処理

+

+
OSのLinux化

HW刷新

【機能外要求】
移植性：新採点
機能が移植可、
モジュール化、

Doc整備

新採点
システム

移植性

【リスク】
ドライバ確認
機能全体・
組合せの影響
連続稼働

信頼性

【ねらい】
今後のHWライン
ナップを増やす

機能組合せ

サプライヤ系
過去不具合
引き上げ処理
バージョンUP

曲間BGMへの
キー/テンポ

の影響

ｾｷｭﾘﾃｨ不具合確認

【機能外要求】ｾｷｭﾘﾃｨ
現行の継承

セキュリティで
過去と同等以上

データ、ストレージ
の暗号化

通信トンネル化

【ねらい】
著作権、肖像権保護

【当たり前品質】
過去不具合へ

の対処

【当たり前品質】
機能全般の網羅的
確認と気がかり対応

機能適合異常値

【リスク】
ユーザ入力
による異常

オーナ
通信費の軽減

通信費

誤操作
防止

+

(機能要求
への対処)

<derive
Reqt>

<verify>

<verify>

<verify>

<satisfy>

<verify>

<satisfy>

+

<con-
tain>

<verify>

<contain>

<derive
Reqt>

<derive
Reqt>

<derive
Reqt>

<satisfy>

<satisfy>
<derive
Reqt>

<derive
Reqt>

<satisfy><verify><verify>

<contain> <contain>

<satisfy><verify>

<derive
Reqt>

<derive
Reqt> <contain>

【提案】シナリオ
顧客の使用する
組合せに対して
確実に動作する

信頼性

機能組合せ

センターとの
通信部で不具合
が出ている

【提案】
センター間

インタフェース
試験の強化

<satisfy>

機器組合せ

【提案】
自動化による
テスタビリティ
と保守性の向上

<derive
Reqt>

HDD故障時
も最低限の
営業を実施

フェール
ソフト

<verify>

テスト
自動化

信頼性
並行処理

<satisfy>

<satisfy>

<derive
Reqt>

フェール
ソフト

録音・録画
をする

営業状態
判定をする

配信をする

テスト要求分析 => テスト要求分析モデル（達成ビュー） 

顧客のねらいや気がかり・リスクに対しどのようなテストをするか検討する 

達成ビュー 
テスト達成マップ 
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~ 信頼性

~ 機能適合

機能共通

~ 相互運用

~ 信頼性

~ 性能効率

~ 並行処理

~ 機能適合

ストレージアクセス

テストベース：機能⇒DFD参照モデル

<<ユーザ接点機能>>

演奏系操作をする

+ 異常値

<<機能共通>>

演奏準備をする

<<ユーザ接点機能>>

SE操作をする

+ 機能組合せ

<<ユーザ接点機能>>

検索をする

+ 機能組合せ

+ タイミング

<<ユーザ接点機能>>

予約をする

<<ユーザ接点機能>>

オーナー設定をする

+ 機能組合せ

+ 異常値

+ セキュリティ

<<機能共通>>

課金判定をする

+ 機能組合せ
+ 異常値

+ 互換性

+ 性能効率性

<<機能共通>>

曲間表示をする

+ フェールソフト

<<ストレージアクセス>>

<<ユーザ接点機能>>

バックアップをする

+ フェールソフト

<<制約有機能>>

<<IF接点機能>>

<<ユーザ接点機能>>

配信をする

+ フェールソフト

+ 使用性

+ セキュリティ

+ 機器組合せ

<<IF接点機能>>

営業状態判定をする

営業状態状態遷移>状態遷移

＜機能グループ＞コンテンツを使う

+ セキュリティ
+ 互換性

<<IF接点機能>>

録音、録画をする

+ 機能組合せ

+ 不具合確認

<<IF接点機能>>

<<ユーザ接点機能>>

開局操作をする

引下げ不具合分析>シーケンス図

＜機能グループ＞歌う

<<制約有機能>>

映像再生する

<<ユーザ接点機能>>

設置時設定をする

<<制約有機能>>

演奏をする

演奏状態遷移>状態遷移

<<IF接点機能>>

採点をする

~ 信頼性

~ 性能効率

~ 機能適合

制約有機能

<<IF接点機能>>

HDD障害の通知をする

+ 異常値

<<機能共通>>

カロリー表示をする

<<制約有機能>>

楽曲演奏する

+ 不具合確認

+ 信頼性

<<IF接点機能>>

プログラムを更新する

プログラム更新処理>アクティビティ図

+ 処理重ね : 処理重ね

+ タイミング : タイミング

<<制約有機能>>

コンテンツを使う+ 使用性

+ 処理重ね

+ タイミング

<<制約有機能>>

歌う

~ 信頼性

~ 相互運用

~ 性能効率
~ 並行処理

~ 異常値

~ 機能適合

IF接点機能

~ 信頼性

~ 使用性

~ 性能効率

~ 異常値

~ 機能適合

ユーザ接点機能

テストベース：機能外要求、記述されている気がかり事項

+ 機器組合せ

+ 周辺機器

外部機器互換

+ 移植性

新採点移植確認

+ セキュリティ

セキュリティ

+ 通信費

通信費確認

提案ベース

+ 信頼性

+ 性能効率性

エイジング

+ フェールソフト

+ 機能組合せ

+ 信頼性

シナリオ

+ セキュリティ
+ 並行処理

+ 異常値

+ 信頼性

+ 性能効率

+ 機能適合

センター間インタフェース

想定通信シーケンス>シーケンス図

（参考）

テスト要求

パターン

「＋」項目はパターン以外

で追加した品質要素となる

【制約】
インフラ継承

【ねらい】
現行機リプレイス
他社製品と入替

インフラ増強
回線高速化、

センターHW刷新

【背景】コンテンツHD化要望
通信環境の飛躍的向上
高速大容量の構成品登場

高画質映像データ
生音データ

【ねらい】
快適でリッチな
経験の提供

ターゲット向け
コンテンツ

【リスク】
高速化による影響
連続動作時の処理
異常発生での復旧性

【機能外要求】性能目標
前モデルを上回る
負荷時でも問題ない

（描画崩れ、遅延なし）

【機能外要求】拡張性
現行機器が全て動作
リモコン系、課金装置

楽曲完全互換、
コンテンツ可能な限り

【リスク】
処理重ね状況での動作
対大容量処理、通信
瞬間的な負荷の影響

映像とのタイミング
(テロップ、リップシンク)

操作時のノイズ
ガイドメロディ即反映

新採点システム

【ねらい】
現状環境で交換す
ればすぐ使える

快適使用可能
なスペック

機能適合 性能効率 異常値信頼性処理重ね 互換性
タイミング 並行処理

+

+

OSのLinux化
HW刷新

【機能外要求】移植性
新採点機能が
次世代移植可能
モジュール化、

Doc整備

新採点
システム

移植性

【リスク】
ドライバ確認
機能全体・
組合せの影響
連続稼働

信頼性

【ねらい】
今後のHWライン
ナップを増やす

機能組合せ

テストベース
記載事項

ねらい、背景、
機能外要求

テストベース
記載以外

ねらい（想定）
当たり前品質

テストベース
記載以外

システム変更から
想定されるリスク

テストベース
記載のシステム

変更事項

テストベース
記載の

気がかり事項

品質特性

欠陥検出戦略

KQF
Key Quality Factor

サプライヤ系
過去不具合
引き上げ処理
バージョンUP

曲間BGMへの
キー/テンポ影響

ｾｷｭﾘﾃｨ 不具合確認

【機能外要求】ｾｷｭﾘﾃｨ
現行の継承

セキュリティで同等以上

データ、ストレージ
の暗号化

通信トンネル化

【ねらい】
著作権、肖像権保護

【当たり前品質】
過去不具合へ

の対処

【当たり前品質】
機能全般の網羅的
確認と気がかり対応

機能適合 異常値

【リスク】
ユーザ入力異常や
センター更新に
よる異常ケース

オーナ
通信費の軽減

通信費

誤操作防止

+

（機能要求
への対処）

<derive
Reqt>

<verify> <verify>

<verify>

<satisfy>

<verify>

<satisfy>

+ <contain>

<verify>

<contain>

<derive
Reqt>

<derive
Reqt>

<derive
Reqt>

<satisfy>

<satisfy>

<derive
Reqt>

<derive
Reqt>

<satisfy><verify><verify>

<contain> <contain>

<satisfy><verify>

<derive
Reqt>

<derive
Reqt> <contain>

テスト要求分析 => テスト要求分析モデル（網羅ビュー） 

テスト <=> テストベース・参照モデルの対応関係からテストの抜け漏れを確認する 

1-1 楽曲

演奏をす

る

1-2 映像

再生をす

る

1*_2 演奏

をする

モニタ
表示データ

スピーカ
音データ

1-7-3 採

点をする

採点

データ

楽曲操作

映像操作

採点操作
1-4 演奏系

操作をする

演奏設定

演奏操作

1*_1 演奏

準備をする

予約キュー

曲No

1-6 予約

をする

予約情報

リモコン（LAN/赤外線）

パネル

リモコン（LAN/赤外線）

パネル

営業開始、

営業停止

営業開始、

営業停止

モニタ

演奏系操作

マイク

予約入力

検索入力

演奏設定

1-6* 検索

をする

予約

表示

登録予約曲

曲中終了

2-1 課金

判定をす

る

課金装置

接続状態

2/3* 営業状

態判定をす

る

認証サーバ

センター

接続状態

2-2* 曲間

表示をす

る

オーナー設定 

保存データ

曲間設定

2* オーナー

設定をする

2-2-5 バック

アップをする

2-2-6 配

信をする

手動実施

手動

実施

1-7-7 カロ

リー表示す

る

1-7-5* 録

音、録画を

する

音声データ（入力）

カロリー

算定結果

コイン/ビルコインBOX

録音・録画

操作

配信

データ

課金設定

スピーカ

曲間表示

課金情報

認証サーバ

3-1-2 開局

操作をする

3-3-2_1 

HDD障害の

通知をする

3-3-2_2 プ

ログラムを

更新する

開局操作

開局操作 障害

通知

ファーム

ウェア

パネル

オーナー設定

録音・録画

情報

該当曲全国ランキングデータ

音声データ（入力）

外部入力

音声・映像

データ　

（入力）

マイク

USBカメラ

音声・動画（入力）

営業開始、

営業停止

検索結果

課金判定結果

色の説明

ユーザ機能

オーナ機能

サプライ

ヤ機能

オーナ＆サ

プライヤ機

能

テストベースの機能要件 
に紐づく 
参照モデル 

顧客のねらい・気がかり 
に紐づく 

テスト達成マップ 
テスト要求分析モデル 

網羅ビュー 
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~ 信頼性

~ 機能適合

機能共通

~ 相互運用

~ 信頼性

~ 性能効率

~ 並行処理

~ 機能適合

ストレージアクセス

テストベース：機能⇒DFD参照モデル

<<ユーザ接点機能>>

演奏系操作をする

+ 異常値

<<機能共通>>

演奏準備をする

<<ユーザ接点機能>>

SE操作をする

+ 機能組合せ

<<ユーザ接点機能>>

検索をする

+ 機能組合せ

+ タイミング

<<ユーザ接点機能>>

予約をする

<<ユーザ接点機能>>

オーナー設定をする

+ 機能組合せ

+ 異常値

+ セキュリティ

<<機能共通>>

課金判定をする

+ 機能組合せ
+ 異常値

+ 互換性

+ 性能効率性

<<機能共通>>

曲間表示をする

+ フェールソフト

<<ストレージアクセス>>

<<ユーザ接点機能>>

バックアップをする

+ フェールソフト

<<制約有機能>>

<<IF接点機能>>

<<ユーザ接点機能>>

配信をする

+ フェールソフト

+ 使用性

+ セキュリティ

+ 機器組合せ

<<IF接点機能>>

営業状態判定をする

営業状態状態遷移>状態遷移

＜機能グループ＞コンテンツを使う

+ セキュリティ
+ 互換性

<<IF接点機能>>

録音、録画をする

+ 機能組合せ

+ 不具合確認

<<IF接点機能>>

<<ユーザ接点機能>>

開局操作をする

引下げ不具合分析>シーケンス図

＜機能グループ＞歌う

<<制約有機能>>

映像再生する

<<ユーザ接点機能>>

設置時設定をする

<<制約有機能>>

演奏をする

演奏状態遷移>状態遷移

<<IF接点機能>>

採点をする

~ 信頼性

~ 性能効率

~ 機能適合

制約有機能

<<IF接点機能>>

HDD障害の通知をする

+ 異常値

<<機能共通>>

カロリー表示をする

<<制約有機能>>

楽曲演奏する

+ 不具合確認

+ 信頼性

<<IF接点機能>>

プログラムを更新する

プログラム更新処理>アクティビティ図

+ 処理重ね : 処理重ね

+ タイミング : タイミング

<<制約有機能>>

コンテンツを使う+ 使用性

+ 処理重ね

+ タイミング

<<制約有機能>>

歌う

~ 信頼性

~ 相互運用

~ 性能効率
~ 並行処理

~ 異常値

~ 機能適合

IF接点機能

~ 信頼性

~ 使用性

~ 性能効率

~ 異常値

~ 機能適合

ユーザ接点機能

テストベース：機能外要求、記述されている気がかり事項

+ 機器組合せ

+ 周辺機器

外部機器互換

+ 移植性

新採点移植確認

+ セキュリティ

セキュリティ

+ 通信費

通信費確認

提案ベース

+ 信頼性

+ 性能効率性

エイジング

+ フェールソフト

+ 機能組合せ

+ 信頼性

シナリオ

+ セキュリティ
+ 並行処理

+ 異常値

+ 信頼性

+ 性能効率

+ 機能適合

センター間インタフェース

想定通信シーケンス>シーケンス図

（参考）

テスト要求

パターン

「＋」項目はパターン以外

で追加した品質要素となる

※カタマリー内のテストケースの自動化割合を示す

テスト自動化効果大：80％以上自動化可能
テスト自動化効果中：50％以上自動化可能
テスト自動化効果小：30％程度は自動化可能

<<ユーザ接点機能>>

予約をする

<<ユーザ接点機能>>

検索をする

<<ユーザ接点機能>>

演奏系操作をする

<<ユーザ接点機能>>

SE操作をする

<<ユーザ接点機能>>

録音・録画系操作をする

<<ユーザ接点機能>>

設置時設定をする

<<ユーザ接点機能>>

オーナー設定をする

セキュリティ 新採点移植確認

操作自動化/楽曲DB制御/結果判定

操作自動化

<<IF接点機能>>

録音、録画をする <<IF接点機能>>

<<ユーザ接点機能>>

開局操作をする

<<制約有機能>>

<<IF接点機能>>

<<ユーザ接点機能>>

配信をする

操作自動化/センター通信自動化

センター通信自動化

センター通信自動化/マイク入力

マイク入力

<<IF接点機能>>

採点をする

<<ノミナル機能>>

カロリー表示をする

<<IF接点機能>>

営業状態判定をする

<<ノミナル機能>>

課金判定をする

課金入力

センター通信自動化/結果判定

<<IF接点機能>>

プログラムを更新する

<<IF接点機能>>

HDD障害の通知をする

<<ストレージアクセス>>

<<ユーザ接点機能>>

バックアップをする

<<制約有機能>>

歌う
<<制約有機能>>

コンテンツを使う
シナリオ

センター間インタフェース

<<ノミナル機能>>

曲間表示をする
外部機器互換

<<制約有機能>>

演奏をする

<<制約有機能>>

楽曲演奏

<<制約有機能>>

映像再生
<<ノミナル機能>>

演奏準備をする

テスト自動化
（完全）対象外

システム全体構成自動化対象

通信費確認

エイジング

大

中

小

大

大

中

中

小

中

大

小

小

中小

小

小

大

中 小 中
中

中

中

小

中 大小小小

小

小

リモコン/パネル
シミュレータ

センターインタフェース
シミュレータ

楽曲管理ファイル、楽曲データ、
映像データ等（楽曲DB）

コインBOX

シミュレータ
マイク

シミュレータ

テスト対象：カラオケシステム

楽曲DB

制御ツール

ログ確認
結果判定
ツール

テスト
スクリプト

テストシナリオドライバ（全体制御、結果判定）

テスト
結果

テストアーキ設計 => テストアーキモデル（実現ビュー） 

テスタビリティと保守性向上のための「テスト自動化」の仕組み導入を提案する。 

テスト自動化
の仕組み検討 テストアーキモデル 

実現ビュー 

テスト 
項目 
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テスト詳細設計 => テストケースへ 

テストを（必要に応じてモデルを活用して）テストケースへ落とし込む 

<<IF接点機能>>

<<ユーザ接点機能>>

開局操作をする

上記

エラー不明

エラー登録無し

中止成功

引下げ成功

実施不可能

エラータイムアウト

結果

実施しない、実施する

※タイムアウト5秒と想定なし

あり

失敗：不明

失敗：登録無し

成功

センター応答の中身

入力
センターの応答

引き下げ中止の実施

開局状態、未開局状態引き下げ実施判定

※CFDで作成

センターバッチ処理中の処理信頼性

引下げ及び
中止処理を行う

機能適合に含めている

機能適合、信頼性で確認可能

異常値

機能適合

不具合確認

その他

引下げ処理

パラメータ 
引下げ実施判定

開局状態

未開局状態

実施
不可能

引下げ中止の実施

実施しない

実施する

センターの応答

あり

なし：5秒

センターの応答

あり

なし：5秒

応答の中身

成功

失敗：登録無

失敗：不明

エラー
登録無

エラー
不明

引下げ
成功

中止
成功

エラー
タイム
アウト

DT3-1-2D_03001

CFDによる整理 

ID DT3-1-2D_03001

#1 #2 #3 #4 #5 #6 #7 #8 #9
1 引下げ実施判定

1 開局状態 - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 未開局状態 ○ - - - - - - - -

2 引き下げ中止の実施
1 実施しない - ○ ○ ○ ○ - - - ○
2 実施する - - - - - ○ ○ - -

3 センターの応答
1 あり - - ○ - - - ○ - ○
2 なし - ○ - - - ○ - - -

4 応答の中身
1 成功 - - ○ - - - ○ - -
2 失敗：登録無し - - - ○ - - - ○ -
3 失敗：不明 - - - - ○ - - - ○

#1 #2 #3 #4 #5 #6 #7 #8 #9
1 実施可能、不可能

1 実施可能 - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 実施不可能 ○ - - - - - - - -

2 成功・失敗
1 引下げ成功 - - ○ - - - ○ - -
2 中止成功 - - - - - ○ - - -
3 失敗 - ○ - ○ ○ - - ○ ○

1 エラー通知
1 タイムアウトエラー - ○ - - - - - - -
2 登録無しエラー - - - ○ - - - ○ -
3 不明エラー - - - - ○ - - - ○

※入力条件が全て「-」は処理を見ないのでどちらでも良いが、
　「正常」の値を使う方針とする。

入力条件

期待結果

デシジョンテーブル 
試験項目名 試験概要 試験実施方法（案） 合否判定基準 ケース/設定 備考

3-1-2D：開局操作をする

3-1-2D_01XXX　開局操作をする
3-1-2D_010XX　開局操作をする：機能適合性

3-1-2D_01001 交換開局：新規開局及
び引き下げを実施する

新規開局及び引き下げの処理を行う交換開局
の手順を実施を行う。
以下記載の順番を実施する。
3-1-2D_03001 引下げ及び中止処理を行う
3-1-2D_02001 開局を行う

1．引下げを実施する
2．開局を実施する

引下げ、開局共に成功すること。 - テスト自動化が
出来ると良い

3-1-2D_011XX　開局操作をする：性能効率性
3-1-2D_01101 応答時間を確認する 以下2つのテストに対して、応答時間を確認し

て、長時間（30秒以上：仮設定）時間がかからな
いことを確認する。
対象テスト
3-1-2D_02001 開局を行う
3-1-2D_03001 引下げ及び中止処理を行う

以下テストの手順に従う。
3-1-2D_02001 開局を行う
3-1-2D_03001 引下げ及び中止処理を行う

30秒以上など、極端に長い時間にならないこ
と。

- 長時間の目途は
別途ステークホ
ルダと調整

3-1-2D_012XX　開局操作をする：信頼性
3-1-2D_01201 NW異常時の動作 以下2つのテストに対して、（LANを抜いて）NW異

常を発生させ、復旧不可能な状況に陥らないこ
とを確認する。
対象テスト
3-1-2D_02001 開局を行う
3-1-2D_03001 引下げ及び中止処理を行う

各処理中にLANケーブルを抜く。 復旧不可能な状況に陥らないこと。 開局時
引き下げ時

引下げ中止時

3-1-2D_013XX　開局操作をする：互換性
3-1-2D_01301 ナイト/BOX、通信種別 ナイト/BOXの営業店種別、NB/BBの通信種別

の設定に対して、以下2つの成功ケースが成功
すること。
対象テスト
3-1-2D_02001 開局を行う
3-1-2D_03001 引下げ及び中止処理を行う

1．ケース参照に記載の各種設定を実施する
2．開局及び引き下げを行う

各環境で処理が成功すること。 BOX（BB）
ナイト（BB）
ナイト（NB）

3-1-2D_02XXX　新規開局をする
3-1-2D_020XX　新規開局をする：機能適合性

3-1-2D_02001 開局を行う カラオケシステム、センター側の状況に対して開
局処理が成功・失敗することを確認する。

（DTに記載の応答が来る準備をする）
1．カラオケシステムから開局処理を行う
2．センターからの応答によるふるまいを確認

2．DT記載のパターンの受理・棄却結果とな
ること。

DT3-1-
2D_02001

参照

テスト自動化が
出来ると良い

3-1-2D_02002 開局状態を確認する カラオケシステムとセンター間で開局状態を確認
する処理に対して、以下の処理を確認する。
・正常通知：開局状態が正常に通知される
・未開局通知：未開局というセンター応答
・応答無し：センターからの応答がない
・エラー通知：センターからエラー応答

（準備：センターから該当の応答が来る状況にする）
1．カラオケシステムとセンターを接続する
2．センターからの応答によるふるまいを確認

以下の結果となること。
・正常通知：開局状態となる
・未開局通知：未開局のまま
・応答無し：タイムアウトでエラー、未接続状
態となる
・エラー通知：エラー、未開局となる

正常通知
応答無し

エラー通知
未開局通知

3-1-2D_021XX　新規開局をする：信頼性
3-1-2D_02101 切断後再接続をする 開局の処理実施後、センターからの応答が来る

前の段階で通信が切断した場合の処理を確認
する。

1．カラオケシステムとセンターを接続する
2．カラオケシステムから開局をセンターに通知したタ
イミングで通信を切断する。
3．再度接続して開局操作を実施、もしくは開局にする
ことが出来るかどうかを確認する。

センターとの齟齬が発生しないこと。
もう一度開局を実施して開局されていること、
若しくはセンター側で処理成功している場合
には開局状態になること。

-

3-1-2D_03XXX　引下げ・中止指示をする
3-1-2D_03XXX　引下げ・中止指示をする：機能適合性、異常値

3-1-2D_03001 引下げ及び中止処理を
行う

カラオケシステム、センター側の状況に対して引
下げ処理及び引き下げ中止が成功・失敗するこ
とを確認する。

（DTに記載の応答が来る準備をする）
1．カラオケシステムから引下げ処理を行う
2．センターからの応答によるふるまいを確認
　※手順によっては引下げ中止を行う

2．DT記載のパターンの受理・棄却結果とな
ること。
引下げ中止の画面が開いたままにならないこ
と。

DT3-1-
2D_03001

参照

テスト自動化が
出来ると良い

3-1-2D_03XXX　引下げ・中止指示をする：信頼性
3-1-2D_03001 センターバッチ処理中の

処理
センターがバッチ処理中の状況下で、引下げ中
止を行う場合の処理を確認する。

（DTに記載の応答が来る準備をする）
1．カラオケシステムから引下げ処理を行う
2．センターからの応答によるふるまいを確認

センター側での応答に対して、3-1-
2D_03001記載の結果と同じ内容が得られて
いること。

-

試験カテゴリ/ID/属性

テストケース 

~ 信頼性

~ 相互運用

~ 性能効率

~ 並行処理
~ 異常値

~ 機能適合

IF接点機能

~ 信頼性

~ 使用性

~ 性能効率

~ 異常値
~ 機能適合

ユーザ接点機能

+ 切断後再接続をする(正常動作確認) : 復旧処理

+ 処理中LAN切断確認(信頼性評価) : 処理中異常

+ 開局状態を確認する(結果網羅) : ふるまい

+ 新規開局を行う(結果網羅) : ふるまい

~ 復旧処理 : 信頼性

~ 処理中異常 : 信頼性

~ ふるまい : 機能適合性

新規開局をする

+ センターバッチ処理中の処理(信頼性検証) : 同時入力・処理

+ 処理中LAN切断確認(信頼性評価) : 処理中異常

+ 引下げ及び中止処理を行う(結果網羅) : ふるまい

~ 不具合確認 : 不具合確認

~ 処理中異常 : 信頼性

~ 入力値異常 : 異常値

~ 同時入力・処理 : 信頼性

~ ふるまい : 機能適合性

引下げ・中止指示をする

+ ナイト/BOX、通信種別(因子網羅) : 機能組合せ

+ NW異常時の動作(信頼性評価) : 処理中異常

+ 応答時間を確認する(性能評価) : 操作レスポンス

+ 開局を行う(結果網羅) : ふるまい

+ 機能組合せ : 機能組合せ

+ 不具合確認 : 不具合確認

~ 処理中異常 : 信頼性

- 相互運用 : 互換性

- 使用性 : 使用性

~ 操作レスポンス : 性能効率性

- 並行処理 : 並行処理

~ 異常値 : 異常値

~ ふるまい : 機能適合性

<<IF接点機能>>

<<ユーザ接点機能>>

開局操作をする

引下げ不具合分析>シーケンス図

機能の特徴からパターン継承をしている

が、「並行処理」「使用性」「相互運用」

は不要と判断。扱わない。

異常値、不具合確認は

ふるまいのテストに含

まれている。

Targetカタマリー 品質特性 欠陥検出戦略/ガイドPワード

開局操作をする 機能適合性 性能効率性 信頼性 異常値 機能組合せ 不具合確認
分割機能 ふるまい 操作レスポンス 同時入力・処理 処理中異常 復旧処理 入力値異常 因子網羅 不具合確認

開局操作をする ・開局を行う
・応答時間を確認
する

・NW異常時の動作
・ナイト/BOX、
通信種別

新規開局をする
・新規開局を行う
・開局状態を確認する

・処理中LAN切断確認
・切断後再接続
をする

引下げ・
中止指示をする

・引下げ及び中止処理
を行う

・センターバッチ
処理中の処理

・処理中LAN切断確認
※ふるまいで
確認

※ふるまい、処理中
異常で確認

テストカテゴリ検討マトリクス（↓） 

テスト構造 
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STUDIO IBURIから顧客への提案 

御社の要望にあわせたテストを提供できます 

プラン・選定内容 プラン内容の紹介 

■メインプラン メインのプランとして選択してください。 

 推奨プラン 紹介したテストの内容の具体的設計・実施までを 
行うことが可能です。 

 選択プラン 推奨プランから予算や状況にあわせ絞り込みが出来ます。 

 CPMバリュープラン （紹介した内容とは異なります）トレーサビリティが高く、 
兎に角お安く出来ます。※品質はお客さん次第です。 

■＋サイドプラン ご希望で追加可能なテストの提案となります。 

 提案テスト 
 追加プラン 

選択プランに追加する形式になります。センター間インタフェース、
シナリオ、エイジングという推奨テストの実施を 
ご希望により追加が可能です。 

 テスト自動化プラン テスタビリティ向上と今後の保守性向上へ、テスト自動化の 
仕組みを構築します。段階的もしくは一部のみ構築も可能です。 

 コンサルプラン 御社の過去のテスト資産をもとにテストを構築するための 
支援を行うプランとなります。 


